
　

第 58 期 定時株主総会招集ご通知に際しての
インターネット開示情報

　

①事業報告の「会社の体制および方針」
②連結計算書類の連結注記表
③計算書類の個別注記表

　

2020年６月９日
レオン自動機株式会社

　

上記の事項は、法令および当社定款の規定にもとづき、インターネット上の当社ウェブサ
イト（https://www.rheon.com)に掲載することにより、株主の皆様に提供したものと
みなされる情報です。
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①事業報告の「会社の体制および方針」
（1）業務の適正を確保する体制

当社は、「内部統制システムの整備に関する基本方針」を多年度にわたる継続的な取組
みの基本と捉え、毎事業年度に見直しを行っております。2020年４月１日開催の取締役
会において基本方針の一部改正を行っており、その内容は以下のとおりであります。
① 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

取締役及び使用人の法令及び定款並びに社内規程、企業倫理の遵守については、企業倫
理ガイドライン及び倫理・コンプライアンス管理規程に基づき、職制別教育研修会カリキ
ュラムに取り入れるなど、あらゆる機会を捉えて教育を実施し、違反の未然防止を図りま
す。そして、当社の内部監査室は担当部署と連携して、倫理・コンプライアンス管理規程
の運用状況を監査し、定期的に当社の取締役会、監査役会、経営会議に報告いたします。
また、常に法令遵守についての問題点の把握を行い、重要な意思決定については、企業

倫理委員会を通して事前にその法令及び定款への適合性を調査検討する体制を確保いたし
ております。
社内通報制度を設けており、取締役及び使用人の法令違反行為があった場合、人事部

長、総務部長、常勤監査役または女性社員による窓口を設置し通報・相談出来るシステム
を構築いたしております。なお、会社は、通報内容の守秘義務を持ち、通報者に対して不
利益な扱いを行いません。
当社グループは、反社会的勢力・団体との関係を遮断することを基本方針といたしま

す。対応統括部署を総務部に設置し、反社会的勢力による被害を防止するための情報収集
及び管理体制を構築し、経営に係る重大な問題と認識した場合には、迅速に経営層に報告
します。そして、直ちに関係部署と協議対応するとともに、警察等の関係機関と連携し組
織的に対応いたします。
② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
取締役の職務の執行に係る情報（株主総会議事録・取締役会議事録・計算書類・稟議書・
その他取締役が決定する書類）については、当社文書管理規程、秘密情報管理規程、稟議
規程、情報処理機器の管理運営規程、図面管理細則等により、その保存媒体に応じて安全
かつ検索性の高い状態で保存・管理（廃棄を含む）します。また、必要に応じて各規程の
見直しを行うとともに、内部監査室は運用状況を検証します。
③ 会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

リスク管理体制の基礎として、リスク管理規程及び経営危機管理規程を定め、個々のリ
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スクについての管理責任者を決定し、同規程でのリスク管理体制を構築しています。役員
を委員長とする「リスク管理委員会」を設置し、リスク管理の実施状況の確認を行うとと
もに、定期的にリスクの見直しを行い取締役会へ報告することとします。内部監査室は実
施状況について監査を行い、代表取締役社長に報告することで実効性を確保します。
④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

取締役の職務の執行については、執行役員制度を導入しており、会社経営の責任と業務
執行の責任を区別して、それぞれ意思決定の迅速化を図っております。また、取締役会規
程および組織規程の職務分掌に基づき、それぞれの責任者及び権限図表での責任、組織規
程運用細則による執行手続等を定めており、効率的に職務を執行しております。
取締役会開催は毎月、常務会及び役員連絡会議を月３回以上、随時開催し、関連する職

務の調整及び共通認識のもとに職務の効率を確保いたします。
決定された業務の執行状況は、担当する取締役が取締役会において３ヶ月に１回以上報

告し、取締役会が取締役の業務執行を監督します。監査役及び内部監査室は、これらを定
期的に監査し、社外取締役も客観的立場から監督いたします。
⑤ 当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
イ．子会社の取締役等の職務の執行に係る事項の会社への報告に関する体制および子会社
の損失の危機管理に関する規程その他の体制
当社は、関係会社管理規程に基づき重要事項に関する事前承認及び報告を義務づけて

おります。
また、当社は、グループ全体のリスク管理について定めるリスク管理規程を策定し、

リスク管理担当者を決め、リスク対策シートに基づいてリスクの予防を実施しておりま
す。また、当社グループのリスク管理を担当する機関としてリスク管理委員会を設置
し、グループ全体のリスクマネジメント推進に係る課題・対応策を審議しております。
ロ．子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

当社は、関係会社管理規程に基づき、子会社に毎月経営状況(生産、販売、在庫およ
び資金回収状況等)を報告させるとともに、半年毎に内部統制システムの整備・運用に
ついての報告をさせております。また、年２回のグループ経営会議を実施するほか、必
要に応じてグループの管理部の情報交換会を実施するなど、適切な管理体制をもって、
業務効率の適正を確保します。
また、子会社に対しては、内部監査室で子会社の業務が効率的かつ適正に行われてい

るかを監査するとともに、定期的に担当役員が出向き、業務効率の適正を確保いたしま
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す。
ハ．子会社の取締役等及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保する
ための体制
当社は、倫理・コンプライアンス管理規程及び企業倫理ガイドラインに基づき、グル

ープのすべての役職員に行動規範を周知徹底しております。また、グループ全体のコン
プライアンスの遵守を確実に実践することを推進するため、企業倫理委員会を設置し、
コンプライアンスに係る重要事項等を審議します。
当社の内部監査室は、内部監査規程および関係会社管理規程に基づき、子会社に対し

て定期的に年１～２回の内部監査を実施しています。
⑥ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関
する事項、当該使用人の取締役からの独立性に関する事項、当該使用人に対する指示の
実効性の確保に関する事項
現在、監査役の職務を補助する従業員はおりませんが、必要に応じて、監査役の業務補

助のための監査役スタッフを置くこととし、その人事については、取締役と監査役が意見
交換を行い実施いたします。
そして、監査役スタッフの取締役からの独立性を確保するため、監査役の指示命令の下

で業務を遂行いたします。監査役のスタッフの人事、評価を行うに際しては、監査役と協
議します。
また、監査役の指示に対しては、十分にその意味を理解し積極的に協力します。

⑦ 次に挙げる体制その他の監査役への報告に関する体制
イ．取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制

監査役は、取締役会のほか、経営会議、常務会、役員連絡会、その他重要な会議に出
席し、報告を受ける体制であります。また、業務または業績に重大な影響を与える情報
は、担当取締役または、責任者より代表取締役社長に報告されると同時に、監査役へ報
告いたします。
ロ．当該会社の子会社の取締役、監査役、業務を執行する社員等の職務を行うべき者その
他これらの者に相当する者及び使用人又はこれらの者から報告を受けた者が監査役に報
告をするための体制
当社グループの役職員は、当社監査役から業務執行に関する事項について報告を求め

られたときは、速やかに適切な報告を行います。また、内部通報窓口に常勤監査役が加
わっており当社グループにおける内部監査、コンプライアンス、リスク管理等の現状を
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直接報告できる体制を取っております。
⑧ ⑦の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な扱いを受けないことを確保
するための体制
内部通報制度規程に関すること以外で監査役に報告した者についても、不利益な扱いを

行いません。
⑨ 会社の監査役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の当該職務
の執行について生ずる費用又は償還の処理に係る方針に関する事項
監査役が、その職務の執行について当社に対し会社法に基づく費用の前払い等の請求を

した場合は、速やかに手続をします。
⑩ その他会社の監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

代表取締役社長と監査役は、相互の意思疎通を図るため、定期的に会合を行い、内部監
査規程により、内部監査室長は監査役との密接な連携を保ち、監査役の監査の実効性を確
保いたします。

　
（2）業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

当事業年度の業務の適正を確保するための体制の運用状況の主な概要は以下のとおりで
す。
① 取締役会（社外取締役２名を含む）を13回開催し、重要事項につき審議・決定したほ
か、主要部門を担当する取締役等から業務執行につき報告を受けました。また、常務会
を月２～３回、執行役員を含めた朝の報告会をほぼ毎日開催して、関連する職務の調整
及び取締役間の意思疎通を図り相互に業務執行を監督しました。

② 役員及び使用人に法令及び定款遵守の必要性についての教育を、部署長会議で８回、当
社グループ会議で２回実施し、周知徹底を図るとともに、常勤監査役を含む社内通報窓
口の設置について社内案内と不利益な取り扱い禁止についても明示し、意識付けを図っ
ております。

③ リスク管理体制としてリスク管理委員会を適宜開催し、当社グループ全体のリスクを包
括的に管理するとともに、海外子会社においてリスク管理実施状況のチェックを実施
し、その結果を内部監査室が確認し報告を行いました。

④ 財務報告の信頼性確保のため、内部監査室が内部監査規程及び関係会社管理規程に基づ
き当社グループ全体について内部統制評価を実施し、報告しました。

⑤ 監査役会を14回開催し、監査の方針や監査計画を協議決定するとともに、取締役の職
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務執行、法令・定款等の遵守状況について監査しました。また、常務会、役員連絡会、
その他重要な会議に出席し、業務執行状況の報告説明を受け、その確認を行いました。

⑥ 代表取締役社長と監査役は、相互の意思疎通を図るため、定期的に会合を行い、また、
内部監査室長と監査役は密接な連携を保ち、監査を実行しました。

⑦ 取締役の人事および報酬等に係る手続きの公正かつ透明性を確保するため、任意の諮問
機関として設置した指名・報酬委員会（独立社外取締役２名と代表取締役１名で構成）
において審議し、取締役会へ答申しました。

　
（3）株式会社の支配に関する基本方針

特に定めておりません。
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②連結計算書類の連結注記表
（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
１．連結の範囲に関する事項

連結子会社の数 ５社
連結子会社の名称
RHEON AUTOMATIC MACHINERY GmbH、RHEON U.S.A.、
ORANGE BAKERY,INC.、㈲ホシノ天然酵母パン種、
㈱レオンアルミ

２．会計方針に関する事項
（1）重要な資産の評価基準及び評価方法
① 有価証券
その他有価証券
時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法を採用しております。（評価差額は全部純資
産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）
時価のないもの
移動平均法に基づく原価法を採用しております。

② たな卸資産
ａ 商品、製品、仕掛品
個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用しております。

ｂ 原材料
移動平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用しておりま

す。
ｃ 貯蔵品
最終仕入原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用しております。
なお、在外連結子会社の商品については、個別法による低価法を採用しております。

（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）

当社および国内連結子会社は、主として定率法を採用し、在外連結子会社は、主として
定額法を採用しております。
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ただし、当社および国内連結子会社は1998年４月１日以降取得した建物（建物附属設
備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、
定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物及び構築物 ７～65年
機械装置及び運搬具 ３～17年
工具、器具及び備品 ２～15年

② 無形固定資産（リース資産を除く）
当社および連結子会社は定額法を採用しております。
ただし、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）

に基づく定額法を採用しております。
③ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法は、リース
期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

（3）重要な引当金の計上基準
① 貸倒引当金

当社および国内連結子会社は、売掛債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権
については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を
検討し、回収不能見込額を計上しております。
在外連結子会社については、個別債権の実情に即応した引当額を計上しております。

② 賞与引当金
従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しておりま

す。
③ 役員賞与引当金

当社は、役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、当連結会計年度における支給
見込額に基づき、当連結会計年度に見合う分を計上しております。
④ 訴訟損失引当金

当社は、訴訟に対する損失に備えるため、将来発生する可能性のある損失を見積り必要
額を計上しております。
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（4）その他連結計算書類の作成のための重要な事項
① 連結子会社の事業年度に関する事項
連結子会社の事業年度末日と連結決算日は一致しております。

② 退職給付に係る会計処理の方法
当社は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び

年金資産の見込額に基づき計上しております。
ａ 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属
させる方法については、給付算定式基準によっております。
ｂ 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

数理計算上の差異及び過去勤務費用は、各連結会計年度の発生時における従業員の平
均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ
発生の翌連結会計年度から費用処理することとしております。
未認識数理計算上の差異および未認識過去勤務費用については、税効果を調整の上、

純資産の部におけるその他の包括利益累計額の「退職給付に係る調整累計額」に計上し
ております。
なお、当連結会計年度末においては、年金資産が退職給付債務を超過しているため、

当該超過額を投資その他の資産の「退職給付に係る資産」に計上しております。
また、退職給付信託を設定しております。

③ 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準
外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損

益として処理しております。なお、在外連結子会社の資産及び負債は、連結決算日の直物
為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平均為替相場により円貨に換算し、換
算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めて計上しております。
④ 重要なヘッジ会計の方法
ａ ヘッジ会計の方法
繰延ヘッジ処理を採用しております。
なお、為替予約について振当処理の要件を満たしている場合は振当処理を採用してお

ります。
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ｂ ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段…為替予約
ヘッジ対象…外貨建債権

ｃ ヘッジ方針
外貨建取引のうち当社に為替変動リスクが帰属する場合は、そのリスクヘッジのため

実需原則に基づき為替予約取引を行うものとしております。
ｄ ヘッジ有効性評価の方法

ヘッジ対象のキャッシュ・フロー変動の累計又は相場変動とヘッジ手段のキャッシ
ュ・フロー変動の累計又は相場変動を半期ごとに比較し、両者の変動額等を基礎にし
て、ヘッジ有効性を評価しております。

⑤ 消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。
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（連結貸借対照表に関する注記）
１．有形固定資産の減価償却累計額 16,348,920千円
２．土地の再評価

当社は、「土地の再評価に関する法律」（1998年３月31日公布法律第34号）に基づき、事
業用の土地の再評価を行い、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」
として負債の部に、これを減算した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上して
おります。
・再評価の方法
「土地の再評価に関する法律施行令」（1998年３月31日公布政令第119号）第２条第３号
に定める固定資産税評価額に合理的な調整を行って算定する方法によって算出しておりま
す。
・再評価を行った年月日 2002年３月31日
・再評価を行った土地の当期末における時価と再評価後の帳簿価額との差額

△987,492千円
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（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
１．当連結会計年度の末日における発行済株式の総数
　

当連結会計年度期首
株式数（株）

当連結会計年度
増加株式数（株）

当連結会計年度
減少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

発行済株式
普通株式 28,392,000 － － 28,392,000

自己株式
普通株式 1,614,171 847 21,700 1,593,318

（変動事由の概要）
増減数の主な内訳は、次のとおりであります。
単元未満株式の買取による増加 847株
ストックオプションの行使による減少 21,700株

２．当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項
　

決議 株式の種類 配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円） 基準日 効力発生日

2019年６月26日
定時株主総会 普通株式 374,889 14.00 2019年３月31日 2019年６月27日

2019年11月８日
取締役会 普通株式 401,984 15.00 2019年９月30日 2019年12月９日

３．当連結会計年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項
2020年６月25日開催の定時株主総会の議案として、配当に関する事項を次のとおり提案し

ております。
　

決議 株式の
種類

配当金の総額
（千円） 配当の原資 １株当たり配当額

（円） 基準日 効力発生日

2020年６月25日
定時株主総会 普通株式 187,590 利益剰余金 7.00 2020年

３月31日
2020年
６月26日
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４．当連結会計年度末における新株予約権に関する事項
　

新株予約権の内訳（発行決議日） 目的となる株式の種類 目的となる株式の数

第１回新株予約権（2016年６月23日） 普通株式 26,600株

第２回新株予約権（2017年６月27日） 普通株式 21,500株

第３回新株予約権（2018年７月13日） 普通株式 9,100株

第４回新株予約権（2019年６月26日） 普通株式 12,600株
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（金融商品に関する注記）
１．金融商品の状況に関する事項

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関からの借入
により資金を調達しております。
受取手形及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、得意先与信管理規程に沿ってリスク低減を

図っております。また、投資有価証券は主として株式であり、上場株式については四半期ごと
に時価の把握を行っています。
借入金の使途は運転資金（主として短期）および設備投資資金（長期）であります。

２．金融商品の時価等に関する事項
2020年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、次

のとおりであります。
（単位：千円）

　

連結貸借対照表
計上額 時価 差額

（1）現金及び預金 4,820,663 4,820,663 －
（2）受取手形及び売掛金 3,020,838 3,020,838 －
（3）投資有価証券

その他有価証券 686,250 686,250 －
資産計 8,527,752 8,527,752 －
（4）支払手形及び買掛金 839,030 839,030 －
（5）短期借入金 738,975 738,975 －
（6）未払法人税等 267,682 267,682 －
（7）未払金 1,014,769 1,014,769 －
（8）長期借入金 639,344 640,997 1,653
負債計 3,499,802 3,501,455 1,653

　

（注）１ 金融商品の時価の算定方法に関する事項
（1）現金及び預金並びに（2）受取手形及び売掛金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によ
っております。

（3）投資有価証券
これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。

（4）支払手形及び買掛金、（5）短期借入金並びに（6）未払法人税等（7）未払金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によ

っております。
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（8）長期借入金
長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利

率で割り引いて算出する方法によっております。
２ 非上場株式（連結貸借対照表計上額56,194千円）は、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フロ
ーを見積ることなどができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、「（3）投資有価
証券 その他有価証券」には含めておりません。

　
（１株当たり情報に関する注記）
１. １株当たり純資産額 924円03銭
２. １株当たり当期純利益 73円59銭
　
（重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。
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（その他の注記）
退職給付関係
１．採用している退職給付制度の概要

確定給付型の制度として、厚生年金基金制度および2008年９月30日まで適格退職年金制度
を設けておりましたが、2008年10月１日より適格退職年金制度から確定給付企業年金制度お
よび確定拠出企業型年金制度に移行しております。
なお、退職給付信託を設定しております。
　
２．確定給付制度（簡便法を適用した制度を除く。）
（1）退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

期首残高 2,698,745千円
勤務費用 240,786千円
利息費用 2,698千円
数理計算上の差異の発生額 △41,088千円
退職給付の支払額 △104,602千円
退職給付債務の期末残高 2,796,540千円

　
（2）年金資産の期首残高と期末残高の調整表

年金資産の期首残高 3,973,462千円
期待運用収益 79,469千円
数理計算上の差異の発生額 △182,977千円
事業主からの拠出額 158,896千円
退職給付の支払額 △104,602千円
年金資産の期末残高 3,924,248千円
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（3）退職給付債務及び年金資産の期末残高と連結貸借対照表に計上された退職給付に係る負
債及び退職給付に係る資産の調整表
積立型制度の退職給付債務 2,796,540千円
年金資産 △3,924,248千円

△1,127,707千円
非積立の退職給付債務 1,230千円
連結貸借対照表に計上された
負債と資産の純額 △1,126,476千円

退職給付に係る資産 1,126,476千円
連結貸借対照表に計上された
負債と資産の純額 1,126,476千円

　
（4）退職給付費用及びその内訳項目の金額

勤務費用 240,786千円
利息費用 2,698千円
期待運用収益 △79,469千円
数理計算上の差異の費用処理額 △18,441千円
その他 2,436千円
確定給付制度に係る退職給付費用 148,011千円
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（5）退職給付に係る調整額
退職給付に係る調整額に計上した項目（税効果控除前）の内訳は次のとおりであります。
数理計算上の差異 △160,331千円
合計 △160,331千円

　
（6）退職給付に係る調整累計額

退職給付に係る調整累計額に計上した項目（税効果控除前）の内訳は次のとおりでありま
す。
未認識数理計算上の差異 68,382千円
合計 68,382千円

　
（7）年金資産に関する事項

①年金資産の主な内訳
年金資産合計に対する主な分類ごとの比率は、次のとおりであります。
債券 30％
株式 28％
現金及び預金 2％
一般勘定 0％
その他 40％
合計 100％

（注）年金資産合計には、企業年金制度に対して設定した退職給付信託が14％含まれており
ます。
②長期期待運用収益率の設定方法

年金資産の長期期待運用収益率を決定するため、現在及び予想される年金資産の配分
と、年金資産を構成する多様な資産からの現在及び将来期待される長期の収益率を考慮
しております。
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（8）数理計算上の計算基礎に関する事項
主要な数理計算上の計算基礎（加重平均で表しております。)
割引率 0.1％
長期期待運用収益率 2.0％
予想昇給率 3.4％

　
３．確定拠出制度
当社及び連結子会社の確定拠出制度への要拠出額は152,399千円であります。
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③計算書類の個別注記表
（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
１．資産の評価基準及び評価方法
（1）有価証券
① 子会社株式
移動平均法に基づく原価法を採用しております。

② その他有価証券
時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法を採用しております。（評価差額は全部純資産
直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）
時価のないもの
移動平均法に基づく原価法を採用しております。

（2）たな卸資産
① 商品、製品、半製品、仕掛品
個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用しております。

② 原材料
移動平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用しておりま

す。
③ 貯蔵品
最終仕入原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用しております。

２．固定資産の減価償却の方法
（1）有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。
ただし、1998年４月１日以降取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月

１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 10～65年
機械及び装置 ６～17年
工具、器具及び備品 ２～15年
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（2）無形固定資産（リース資産を除く）
定額法を採用しております。
ただし、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）に

基づく定額法を採用しております。
（3）リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法は、リース期
間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

（4）長期前払費用
期限内均等償却を採用しております。

３．引当金の計上基準
（1）貸倒引当金

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸
倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上して
おります。

（2）賞与引当金
従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しておりま

す。
（3）役員賞与引当金

役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき、当事業年度に見合
う額を計上しております。

（4）退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込

額に基づき計上しております。
① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる
方法については、給付算定式基準によっております。
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② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
数理計算上の差異及び過去勤務費用は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存

勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌
事業年度から費用処理することとしております。
なお、当事業年度末においては、年金資産の見込額が退職給付債務の見込額に未認識過去

勤務費用及び未認識数理計算上の差異を加減した額を超過しているため、前払年金費用を投
資その他の資産に計上しております。
また、退職給付信託を設定しております。

（5）訴訟損失引当金
訴訟に対する損失に備えるため、将来発生する可能性のある損失を見積り必要額を計上し

ております。
４．その他計算書類作成のための重要な事項
（1）退職給付に係る会計処理

退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の会計処理の方法は連結
貸借対照表におけるこれらの会計処理の方法と異なっております。

（2）外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益とし

て処理しております。
（3）ヘッジ会計の方法
① ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、為替予約について振当処理の要件を満たし
ている場合は、振当処理を採用しております。
② ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段･･･為替予約
ヘッジ対象･･･外貨建債権

③ ヘッジ方針
外貨建取引のうち当社に為替変動リスクが帰属する場合は、そのリスクヘッジのため実

需原則に基づき為替予約取引を行うものとしております。
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④ ヘッジ有効性評価の方法
ヘッジ対象のキャッシュ・フロー変動の累計又は相場変動とヘッジ手段のキャッシュ・

フロー変動の累計又は相場変動を半期ごとに比較し、両者の変動額等を基礎にして、ヘッ
ジ有効性を評価しております。

（4）消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
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（貸借対照表に関する注記）
１．有形固定資産の減価償却累計額 10,205,084千円
２．保証債務
以下の会社の金融機関からの借入金等に対し債務保証を行っております。
ORANGE BAKERY,INC. 202,859千円
RHEON AUTOMATIC MACHINERY GmbH 74,900千円
㈲ホシノ天然酵母パン種 305,460千円
（注）ORANGE BAKERY,INC. （千US$ 1,864）

RHEON AUTOMATIC MACHINERY GmbH （千EUR 626）
３．関係会社に対する債権債務
短期金銭債権 829,482千円
短期金銭債務 13,970千円

４．取締役、監査役に対する金銭債務
金銭債務 36,300千円

５．土地の再評価
当社は、「土地の再評価に関する法律」（1998年３月31日公布法律第34号）に基づき、事

業用の土地の再評価を行い、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」
として負債の部に、これを減算した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上して
おります。
・再評価の方法
「土地の再評価に関する法律施行令」（1998年３月31日公布政令第119号）第２条第３
号に定める固定資産税評価額に合理的な調整を行って算定する方法によって算出しており
ます。
・再評価を行った年月日 2002年３月31日
・再評価を行った土地の当期末における時価と再評価後の帳簿価額との差額

△987,492千円
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（損益計算書に関する注記）
関係会社との間の取引高
営業取引による取引高
売 上 高 3,980,275千円
仕 入 高 160,503千円
販売費及び一般管理費 380千円
営業取引以外の取引による取引高 185,790千円

　
（株主資本等変動計算書に関する注記）
自己株式の種類および株式数に関する事項
　

株式の種類 当事業年度
期首株式数

当事業年度
増加株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度末
株式数

自己株式（株） 普通株式 1,614,171 847 21,700 1,593,318

（変動事由の概要）
増減数の内訳は、次のとおりであります。
単元未満株式の買取による増加 847株
ストックオプションの行使による減少 21,700株
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（税効果会計に関する注記）
１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
　 繰延税金資産

たな卸資産 146,467千円
賞与引当金 184,445千円
固定資産 127,100千円
試作研究費 152,569千円
投資有価証券 43,145千円
貸倒引当金 618千円
退職給付引当金 150,285千円
訴訟損失引当金 5,790千円
資産除去債務 19,841千円
未払金 3,483千円
長期未払金 14,127千円
未払社会保険料 26,264千円
関係会社出資金 325,923千円
関係会社株式 160,024千円
株式報酬費用 16,855千円
その他 41,700千円
繰延税金資産小計 1,418,644千円
評価性引当額 △1,105,479千円
繰延税金負債と相殺 △313,164千円
繰延税金資産合計 －千円

繰延税金負債
前払年金費用 △363,954千円
その他有価証券評価差額金 △73,919千円
その他 △3,336千円
繰延税金負債小計 △441,210千円
繰延税金資産と相殺 313,164千円
繰延税金負債合計 △128,045千円
繰延税金負債の純額 △128,045千円

再評価に係る繰延税金負債
土地再評価差額金 △398,310千円
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２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当
該差異の原因となった主な項目別の内訳
法定実効税率 30.5％
（調整）
交際費等永久に損金に算入されない項目 0.1％
受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △2.4％
住民税均等割 0.6％
役員賞与引当金 0.3％
税額控除 △2.1％
評価性引当額 1.8％
その他 0.3％
法人税等実際負担率 29.1％

　
（リースにより使用する固定資産に関する注記）

貸借対照表に計上した固定資産のほか、ＯＡ事務機器等の一部については、所有権移転外フ
ァイナンス・リース契約により使用しております。
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（関連当事者との取引に関する注記）
　

種類 会社等
の名称

議決権等の
所有（被所有）

割合
関連当事者
との関係 取引内容 取引金額

（千円） 科目 期末残高
（千円）

子会社 RHEONU.S.A.
所有
直接 100％

役員の兼任
当社商品の販売

食品加工機械
の販売
（注）1

1,560,065 売掛金 278,371

受取配当金 54,780 － －

子会社
RHEON
AUTOMATIC
MACHINERY
GmbH

所有
直接 100％

当社商品の販売
保証

食品加工機械
の販売
（注）1

2,418,207 売掛金 549,837

債務保証
（注）2 74,900 － －

受取配当金 72,060 － －

子会社 ORANGEBAKERY,INC.
所有
直接 100％

役員の兼任
保証
技術援助

債務保証
（注）2 202,859 － －

技術料売上
（注）1 1,930 － －

子会社 ㈱レオンアルミ
所有
直接 100％ 加工品の購入

部品の購入
（注）1 160,503 買掛金 10,809

代行手数料
（注）1 1,950 － －

子会社
㈲ホシノ
天然酵母
パン種

所有
直接 100％

保証
技術援助

受取配当金 57,000 － －

債務保証
（注）2 305,460 － －

　

（注）1. 取引金額については、市場価格に基づき交渉の上、決定しております。
2. 金融機関からの借入金等に対し債務保証を行っております。
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（１株当たり情報に関する注記）
１. １株当たり純資産額 770円79銭
２. １株当たり当期純利益 60円15銭
　
（重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。
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